
第6弾 開催直前 

9月 27日、一緒に始めませんか。 

 

ここまで5回にわたって、私たちがこの養成講座に込めた思いをお伝えしてき

ました。 

そして、いよいよ9月27日。 

 

「訪問看護師のための不登校支援スキルアップ養成講座」が始まります。 

今回、定員30名で募集を行いましたが、多くの皆さまからお申込みをいただ

き、定員に達しました。現在はキャンセル待ちでのお申込みを受け付けていま

す。 

 

これほど多くの訪問看護師の方が、不登校という社会的課題に関心を持ち、

「自分たちにも何かできるのではないか」と考えてくださっていることを、私

たちは大変心強く感じています。 

 

不登校は、単に「学校へ行けない」という問題だけではありません。 

子どもの心身の状態、家庭の状況、親子関係、発達特性、友人関係、学校との

関係など、さまざまな要因が重なり合っています。 

 

そして、支援を必要としていても、本人や家族から「相談する」という一歩を

踏み出せないまま、家庭の中で孤立してしまうことがあります。 

 

だからこそ私たちは、「待っている支援」だけでは届かない人に、こちらから

出向いていく支援が必要だと考えています。 

 

その可能性を持っているのが、訪問看護ではないでしょうか。 

訪問看護師は、医療的な支援だけを行う存在ではありません。 

家庭という「生活の場」に入り、本人や家族と時間をかけて関係を築き、言葉

にならない変化を感じ取り、必要な支援へつないでいく。 

その専門性とアウトリーチの力は、不登校支援においても大きな可能性を持っ

ています。 

 

今回の養成講座では、不登校の理解だけではなく、家族支援、訪問支援の技

術、精神疾患やトラウマの理解、多機関連携、そして実践事例を通して、「訪

問看護師だからこそできる不登校支援」を一緒に考えていきます。 

 

私たちが目指しているのは、資格や知識を身につけることだけではありませ

ん。 

学んだことを一人ひとりの現場で生かし、 

「この子に、今できることは何だろう」 



「この家族に、どのように寄り添えばいいのだろう」 

と考えながら、一歩踏み出せる訪問看護師が地域に増えていくことです。 

 

一人の訪問看護師の気づきが、 

一つの家庭との出会いにつながり、 

その出会いが、子どもの未来を変えるきっかけになるかもしれません。 

 

そして、その積み重ねが、地域の不登校支援そのものを変えていく。 

私たちは、今回の養成講座をそのための新しいスタートラインにしたいと考え

ています。 

 

9月 27日、一緒に始めませんか。 

9月 27日から始まる「訪問看護師のための不登校支援スキルアップ養成講

座」。 

私たちは、この講座を一つの研修として終わらせようとは考えていません。 

これまでの実践から見えてきた「支援を必要としていても、自ら相談すること

が難しい子どもや家族に、どうすれば支援を届けられるのか」という課題。 

 

その答えの一つとして、私たちは訪問看護の持つ「家庭に出向く力」「生活の

中で関わる力」「関係を築く力」に大きな可能性を感じています。 

 

だからこそ、まずは支援する人を育てる。 

そして、学んだ訪問看護師がそれぞれの地域で実践する。 

 

実践から新たな気づきが生まれ、その気づきを次の支援につなげていく。 

一人の支援者から、チームへ。 

チームから、地域へ。 

そして地域から、新しい不登校支援の仕組みへ。 

 

今回の養成講座は、その最初の一歩です。 

定員30名はすでに満員となりました。 

現在はキャンセル待ちでのお申込みを受け付けています。 

それでも私たちは、この講座を必要としている方に、最後まで届けたいと思っ

ています。 

なぜなら、今回の30名だけで終わるのではなく、ここからさらに次のステー

ジへ進んでいくことが、私たちの目指している不登校支援だからです。 

 

これまで積み重ねてきた実践を、次のステージへ。 

そして、これからの不登校支援を、一緒につくっていきませんか。 

この講座を必要としている訪問看護師の方へ届くよう、ぜひシェアをお願いし

ます。 



 


